
様式第二号の九 (第人条の四の六関係)

(第 1面 )

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令不日2年  7月 29日

和歌山県知事 殿

提出者

住 所  大阪市中央区北浜四丁目7番 28号
氏 名 三井住友建設株式会社大阪支店

常務執行役員支店長 安達 紳児
(法人にあつては,名称及び代表者の氏名 )

電話番号  06-6220-8737

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき,平成28年度の産業廃棄物

処理計画の実施状況を報告します。

事 業 場 の 名 称 三井住友建設株式会社大阪支店

事 業 場 の 所 在 地 大阪市中央区北浜四丁目7番 28号

事 業 の 種 類 '06総合工事業

産業廃棄物処理計画における
計   画   期   間 平成31年4月 1日 ～令和2年 3月 31日

産業廃棄物処理計画における日標値

項 目 目標値 項 目 目標値

拶F 出 塁 2705 t 全 処 理 委 託 量 2705 t

自 ら再 生 利 用 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

Ot 優良認定処理業者
への

処 理 委 託  量 Ot

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

Ot 再
生 利 用 業 者 へ の
処 理 委 託  量 2705 t

る Ot 認定熱回収業者
への

処 理 委  託  量 Ot

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海 洋 投 入 処 分 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

Ot
認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委  託  量

※事務処理欄

Ot

(日 本産業規格 A列 4番 )



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 :廃プラステック類

⑩

①

実績値

22.4

0

0

0

0

224

0

22.4

0

項 目

①排出量

②十③自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦
量
自ら中間処理により減
した量

③十⑨自
海洋投入

ら埋立処分又は
処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処
理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

22.4

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

22.4

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した
後の残さ量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

0

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

自ら中間処理
した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

⑤

排出量

22.4

有償物量

不要物等発生量

（削
Ｎ
副
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 :木くず

⑩

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

5162

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら中間処理した後
再生利用した量

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への

処理委託量

0

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

0

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

0

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

0

⑤

排出量

5162

有償物量

不要物等発生量

実績値

5162

0

0

0

0

5162

0

5162

0

0

項 目

①排出量

②十③自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③十⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処
理委託量

（韻
Ｎ
副
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 :がれき類 (コンクリート破片) )

⑩

⑭

①

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

562.4

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

0

自ら中間処理した後
再生利用した量

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

562.4

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

75.8

自ら中間処理した
後の残さ量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

0

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

⑤

有償物量

排出量

562.4

不要物等発生量

実績値

562.4

0

0

0

0

5624

75.8

562.4

0

0

項 目

①排出量

②+③自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③十⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処
理委託量

（韻
Ｎ
副
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 :がれき頚 (アスファルト)

⑭

①

実績値

33

0

0

0

33

30

33

0

0

項 目

①排出量

②十③自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③十③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

廼熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処
理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

33

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

30

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

0

自ら直接
再生利用した量

0

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

を行つた量
うち熱回収

0

有償物量

排出量

33

不要物等発生量

（韻
Ｎ
副
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 :管理型混合 )

⑩

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

76

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

0

自ら中間処理した後
再生利用した量

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

30.5

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

0

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

自ら中間処理
した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

⑤

有償物量

排出量

30_5

不要物等発生量

実績値

80_5

0

0

0

0

30.5

20.5

7.6

0

0

項 目

①排出量

②十③自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③十⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処
理委託量

（韻
］
副
）



産 業 廃 柔 物 処 理 計 画 実 施 状 況 報 告 書 の 〔集 計 用 シ 卜 〕

O十◎

◎のとと0のとを合Dの
=と
0の二
=合

⑩の二のうと長ミ捏⑩の二のうち亡擁ゆの■のうち委

“

して

(0～ Oを除く)
酸熙詭斧鋼観盤家⑩の■のうち処理末をへ

の再生利用秦籠五(OO

0白ら中rnⅢ■した後

岸横入打分し■■10

0の二のうち首ら埋9の二のうち 白Эのとから⑥の

0白 らや箇匁!竜

した,9〉麟さ五

ЭOのうち

0の■のうち驚

④白ら中間匁l理したと3)白 E亡権爆立

え郎分した■10

②白ら
=静

Oのとのうち中間

DB山ニ

燃え殻

汚′FL

鹿 油

廃酸

廃アルカリ

廃プラステック類

ゴムくず

金属くす

す及て下臨I磁器《ず

鉱さい

がれき類

ばいしん

紙くす

木くす

繊維くす

R系混合屍栗物(管理

汚泥(特管)

燃え殻(特曽)

(送 1)トン未,占は原則として四借二人。ただし 数字が有効であれば小数点以下0当

'ま

で記載は可。


